









は じ め に
　当科は構音障害，摂食嚥下障害，呼吸障害（睡眠
時無呼吸低呼吸症候群）の口腔機能障害の診療に特


























































































































































Ｃ 30（version3）および EORTC QLQ-H&N35（欧
州がん研究・治療機構：European Organization for 
Research and Treatment of Cancer が開発したがん
患者の日常生活の支障の程度などを評価する調査票
で前者はがん患者全般を対象とした30問，後者は頭
頸部がん患者を対象とした 35 問：head and neck 




















































































































　2019 年度の紹介患者の実人数は 74 名で，そのう
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2） 植田耕一郎，岡田澄子，北住映二，ほか．摂
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